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平成30年度 ２つの改革を着実に推進

活動しやすい環境、支援しやすい環境の整備

HPを見やすくリニューアル ＋ 年間活動カレンダー公開

＋

自治体との「共催」の推進！

自治体が主体となった下水道広報展開とその支援

地方GKPの拡大へ！

自治体
地域色を活かしたプランを申請

GKP
培った経験とノウハウで支援

自治体との共催により
育ったプロジェクトを
全国に水平展開

令和元年5月30日

GKPチーム九州の設立

個人会員：自分の力をより活かしやすく！
団体会員：プロジェクトをより支援しやすく！

活動計画、
協賛・ボランティア募集、
活動の成果…

知りたい情報を掲出

GKP北海道に続いて…



活動目的
マンホール蓋の「楽しさ」を一般市民に伝えるとともに、マンホール蓋を通じて下
水道全体への興味関心を高めてもらうイベント

活動内容

「マンホールサミットin北九州」（平成30年11月3日、北九州市）
平成26年度に始まったGKPの目玉イベント 今回で8回目の開催
コアなファンの集い「マンホールナイト」とのコラボも実現！
主催：北九州市上下水道局、GKP
協賛：沖縄鋳鉄工業㈱、オリジナル設計㈱、㈱北九州ウォーターサービス、虹技㈱、友鉄工業㈱

全国アドホール工業会、東亜グラウト工業㈱、日本グラウンドマンホール工業会、
日本水工設計㈱、日之出水道機器㈱

成果・実績

トークゲスト8名、有田仁志北九州市上下水道局長、国土交通省下水道部の森岡泰裕部長も参加

ウォークラリー、マンホール鉄蓋ホットケーキの試食などサブイベント充実

来場者は過去最高の約5,000人
TV、全国紙、地方紙など露出多数
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平成30年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

マンホールサミット
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平成30年度事業実施概要・成果 活動の地方展開

活動内容
道民に下水道の価値を伝え、これからの下水道を道民みんなで考
えていく環境を育む。

成果・実績

【チカホイベント】（札幌駅前通地下広場）

札幌市・北海道地方下水道協会主催「下水道事業パネル展」へ4年連続の企画協力
（道内下水道遺産パネル展示、じゅんかん育ち展示、マンホールカード展示等）
開 催：平成30年9月1日～2日
来場者：2,265人（マンホール総選挙投票約1,000票）
露 出：道内TV各局のニュース、道内一般紙、Facebook「いいね！」多数

【GKP北海道 下水道講演会】

下水道の旬な話題の講演と親睦、下水道遺産ツアー（地震で中止）の代替で実施
開 催：平成30年11月9日
参加者：40名
露 出：道内建設業界紙及び全国下水道業界紙、Facebook「いいね！」多数

ＧＫＰ北海道

チカホ（じゅんかん育ち展示）
H28    H29     H30     R元

101

67

86

GKP北海道 会員数の推移（人）

109
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平成30年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

活動目的
下水道の魅力を「学生」に発信、下水道界のリクルートを強化し、「未来の下水
道パーソン」を発掘する。

活動内容 学生を対象としたワークショップ、セミナーなどを多数開催

成果・実績

九州未来会＆関西未来会を設立、全国展開への一歩を踏み出した
【平成30年度イベント実績 過去最多の14回！】
・九州未来会による水ビジネスワークショップ（7/27 下水道展’18北九州 44名）
・下水道マニアへの協力（8/20～23 神奈川県立舞岡高校14名）
・Japan-YWPウィークエンドセミナー（11/3 5名）
・関西未来会による出前講座 @立命館大学（11/8 80名）
・三河島水再生センター見学・ワークショップ（11/10 7名）
・日本大学生産工学部 下水道の仕事紹介・体験講座（’19/1/15 40名） など

【平成30年度イベント参加学生数 530名！】
H26.7からの累計は1,551名

【アンケート調査結果】
「下水道業界の印象が良くなった」100％
「下水道に関わる仕事や勉強をしたい」71％
※三河島水再生センター見学WSにおけるアンケート

【様々な情報の発信】
○Twitterの配信

時事ネタ、イベント案内、テーマネタを投稿
フォロワー 10名（‘18.6）⇒103名（'19.4）

○学生向けパンフレット
パンフレットを作成し全国の大学へ発送、
各種イベントで配布

○未来会を機に入社した先輩から後輩への発信も！

下水道を未来につなげる会（未来会）
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平成30年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

下水道展スイスイ下水道研究所 オール九州・下水道コーナー

活動目的 出展自治体と一体となり、下水道の価値を体感・実感できる展示を行う

活動内容

九州管内16自治体の連携による出展に企画協力
開催日：平成30年7月24日～27日 、会場：西日本総合展示会場（北九州市）

◇オール九州・下水道コーナー（北九州市、福岡県、福岡市、久留米市、佐賀市、長崎市、
大村市、熊本市、玉名市、苓北町、大分市、宮崎市、鹿児島市、霧島市、沖縄県、那覇市）

◇水質浄化の歴史展示、ビストロ下水道の展示などに企画協力
◇オール九州自治体のマンホールカード（16種）製作により、来場動員にも貢献

成果・実績

平成25年からGKPが企画協力するようになり、6回目の開催
４日間で6,744人が来場
16自治体が連携したストーリー性のある展示、工作や実験などの参加型・体感
型コーナーの展開により、
子どもたちに「下水道ってすごい！」「下水道を大切にしたい！」などの実感
を持ち帰ってもらった。
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平成30年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

活動目的
官民が連携して東京湾の現状や抱えている課題、水循環における下水道の役割な
どを市民に伝える

活動内容

「東京WONDER下水道2018」を出展（前年度に続き3回目）
水循環、暮らしと排水、高度処理、合流改善、資源・エネルギーをテーマにPR
開催日：平成30年10月20日～21日
出展団体：国土交通省下水道部、横浜市、埼玉県、東京都、神奈川県、千葉市、さいたま市、

川崎市、横須賀市
出展企業：管清工業㈱、三機工業㈱、JFEエンジニアリング㈱、積水化学工業㈱、月島機械㈱、

㈱日水コン、㈱フソウ、前澤工業㈱、㈱明電舎、メタウォーター㈱
マンホール蓋展示協力：日本グラウンドマンホール工業会

成果・実績 来場者1,900人（前年度：450人 ※２日目中止）
「下水道がよくわかった」、「下水道って大切！」等の声多数

東京湾大感謝祭

・

出展団体へのアンケート結果
◇出展の感想

27％
良かった

67％

＜具体的意見＞
・下水道の取り組みについて励ましの言葉があり、有難かった
・官民が連携して下水道のPRをすることに意義を感じた

◇内容について

13％69％

＜具体的意見＞
・楽しみながら下水道を知るきっかけ作りが出来た
・ステージは人を呼び止める効果があった → 配置は改善の余地あり

（企業8 国・自治体８）

大変良かった 7％
あまり効果なし

エンドユーザと直接会話する貴重な機会！

大変良かった
6％ 良かった

普通 6%
改善の
余地あり

大いに改善の
余地あり 6%



活動目的
国内最大級の環境イベント「エコプロ」に体験型ブースを出展し、水
循環の大切さを分かりやすく伝える

活動内容

「水をめぐる大冒険～水道水はどこから来る？使った水はどこへ行く？」
平成24年度から毎年出展、今回で7回目
開催日：平成30年12月6日～8日、会場：東京ビッグサイト

◇水の流れを追って見やすいブース構造 体験要素を取り込んだPR！
◇12団体による連携

協賛：東京都下水道局、東京都下水道サービス㈱、横浜市水道局、月島機械㈱、東亜グラウト㈱、

㈱日水コン、㈱フソウ、前澤工業㈱、㈱明電舎、メタウォーター㈱、ラサ商事㈱

後援：「21世紀の下水道を考える会」協議会

成果・実績
来場者6,651人（前年度実績7,604人）
実績を重ねて集客力が安定化したことを踏まえ、「質」を強化！
水の天使やボランティアの協力のもと、丁寧な対応で例年以上の成果
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平成30年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

エコプロ「水をめぐる大冒険」

水の天使・浦底里沙さんが水の循環を説明来場者が見やすく、体験しやすいブースを構成した
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平成30年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

活動目的
楽しみながら下水道への理解・関心を深めていただくため、GKPと自治体が共同
で制作する「カード型下水道広報ツール」。単独では難しい下水道広報を、全国
規模で効果的に展開する。

活動内容

定期発行
第7弾：平成30年4月28日発行 49自治体49種類
第8弾 : 平成30年８月1１日発行 76自治体76種類
第9弾 : 平成30年12月14日発行 60自治体60種類

運営方針および体制の見直し
カード発行の透明性・公正性確保に向けた「公募制」導入
カードを使った下水道広報の展開を深化させるための改革

企画・監修：GKP
制作事務局：MC プロジェクト

成果・実績
第9弾までに 407自治体478種類を発行
累計枚数322万枚を突破！

マンホールカード
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平成30年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

下水道マニア

活動目的
受講をきっかけとして「下水道の重要性や魅力を発信するマニア」になってもら
い、環境への意識の向上、進路選択の視野を広げてもらう

活動内容

神奈川県立舞岡高校の夏季集中講座において、4日間のカリキュラムを実施
座学、入坑体験、じゅんかん育ちマンホール蓋BBQ、放流口付近の生物調査など実施

支援体制：横浜市、GKP、メタウォーター㈱、水ing㈱、虹技㈱、管路情報協同組合、
日之出水道機器㈱

成果・実績

【受講者】
舞岡高校の生徒12名が受講

【報道】
J:COMチャンネル南横浜や水道産業新聞に露出

【受講者の意識・関心の変化】
下水道分野の仕事に「関心がある」生徒が、受講前の5名から10名へと増加

【波及】
同様な授業が埼玉県立桶川西高校でも展開
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平成30年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

活動目的 女性同士のネットワーク構築とスキルアップの場づくり

活動内容
市民や学生に向けて下水道の魅力を女性目線で発信する「GJ Journal」の発行
全国ワークショップの開催

成果・実績

【GJ Journal】年5回発行
「関東特集」（5月）、「東北特集」（6月）、「下水道展特集」（7月）、

「秋号」（11月）、「冬号」（3月） ※秋号以降、発行頻度を見直し

GJ Journal ページのアクセス数 約3,000

【全国ワークショップ】（平成30年7月26日、下水道展’18北九州の併催企画）
参加者：46名
「女性の目線で見た効果的なイベント」等について意見交換
「九州GJが案内する下水道展’18北九州」も開催、20名が参加

ＧＪリンク

GJ Journal下水道展特集号 全国ワークショップ



活動目的 ＢＩＳＴＲＯ下水道のイメージ向上につながる活動を展開

活動内容
ＢＩＳＴＲＯ下水道の食材ブランド「じゅんかん育ち」を下水道展でPR
Twitter、Facebook「じゅんかん育ち通信」の配信

成果・実績

○下水道展’18北九州において、全国のじゅんかん育ちを展示
【併催企画】

レセプション乾杯用飲料提供・おもてなしサイトへの食材提供・美人食弁当支援・BISTRO居酒屋支援

○10月に「じゅんかん育ち通信」の配信を開始
第1段階：BISTRO下水道推進戦略チームのメンバーを主体に発信
スタート時より登録希望者が２割程度増加
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平成30年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

ＢＩＳＴＲＯ下水道

SNSを活用して「じゅんかん育ち通信」を配信

下水道展 写真

水の天使の谷さんとＪＡ鶴岡の加賀山さん（野菜：ホウレンソウ）



平成30年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

活動内容
キッチン・バス業界と下水道界の相互理解を促進。「下水道の入り口か
ら出口までを一体的に捉えた循環型社会システムの提案」をめざす

成果・実績

北海道のバイオマス回収・循環型農業など視察 ＜岩見沢市、滝川市、砂川市＞

開催日：平成30年10月19日～20日 参加者：15名
【参加団体】タカラスタンダード㈱、㈱ＬＩＸＩＬ、クリナップ㈱ 、ＴＯＴＯ㈱、

ナスラック㈱、三菱ケミカル・クリンスイ㈱、東京ガス㈱、㈱パロマ、
㈱渡辺製作所、キッチン・バス工業会、GKP

・直投式ディスポーザを取り巻く現状と課題、メーカー側の技術開発の動向など
について情報を共有

・視察結果は、キッチン・バス工業会の機関誌「KB通信」に掲載

本視察をきっかけに、東京ガスと岩見沢市じゅんかん育ち生産者のコラボ実現！
・2/1～2 住まいの耐震博覧会（会場：東京ビッグサイト）の同社ブースで

じゅんかん育ち米（ゆめぴりか）のおにぎりを配布

キッチン・バス連携

キッチン・バス工業会機関誌じゅんかん育ち米を食しながらの視察 下水道由来の肥料の受け取りの様子
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平成30年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

活動目的
下水道インフラの価値を高める上で優れていると思われる広報活動事例を広く発
掘、表彰し、下水道界に広く普及させていく

成果・実績

第６回ＧＫＰ広報大賞
募集期間：平成30年４月16日～５月18日 応募総数：22事例

【グランプリ】
・佐賀発！下水道資源の更なるブランド力ＵＰ（佐賀市上下水道局）
【準グランプリ】
・「下水戦士マモルンダー」の下水道啓発キャラバン（堺市上下水道局）

【部門賞】
◇行政部門賞 ／「災害時こまらんトイレ！」の PR 活動（神戸市建設局下水道部） ／ マ

ンホールトイレの啓発活動 ～イベントで普段使い～（宮城県東松島市）
◇民間部門賞 ／ リクルート力をアップした会社ホームページの制作（東亜グラウト工業）
◇学校・NPO・任意団体等部門賞 ／防災宿泊訓練でマンホールトイレを実体験（堺市南区

御池台校区連合自治会）
【審査委員特別賞】 受験生応援企画：マンホール DE ゲン担ぎ！（愛知水と緑の公社）

GKP広報大賞

佐賀市上下水道局がグランプリを受賞下水道展で開催された表彰式

13



14

平成30年度事業実施概要・成果 会員向けの活動

活動目的
GKP団体会員の連携強化と広報・PR活動の課題共有。下水道利用者への広報活
動を通じて下水道界のプレゼンス向上に向けた取り組みを推進

活動内容

特別フォーラム：『「一緒にエコ」で顧客との接点を創る』
講師：花王㈱ ESG部門ESG活動推進部 金子洋平氏
日時：平成31年3月11日
会場：日本下水道協会 5階会議室

成果・実績
GKP団体会員を中心に約40名が参加

水負荷の低い商品開発ならびに環境への取り組みなどを伺ったほか、
B to Cコミュニケーション手法などを学んだ

下水道コミュニケーション研究会

企業の広報担当者が自由に意見を交換した 講師の金子洋平氏



15

会員の動向 総括

会員の声を活動に反映

下水道展において、日ごろ活動を支えていただいている35社のブース
を訪問し、GKPに対する要望や今後の取り組みへの期待などを伺った。

【ご意見】
・活動の「見える化」の推進を望む → 年間活動カレンダーの公開
・支援しがいのある活動を → プロジェクト体制等の強化

活動の全国展開

今後も皆さまの声を吸収し、一層充実した活動をめざします！

個人会員の推移（人） 団体会員の推移（団体）

163

511
561

600
667

732

H24 H25  H26 H27  H28 H29 H30  R1.6

9

30 32

52

122
134

令和元年6月1日 個人会員 632人
団体会員 145団体

615

145

632

H24 H25  H26 H27  H28 H29 H30  R1.6

145
・2年未納会員の退会手続き
・終身会員制の導入
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「理解・行動」に導くプロジェクトを強化

令和元年度 活動方針

GKP発足から７年

成熟したプロジェクトに新たな風を吹き込み、
国民の理解・行動につながるプロジェクトを一層力強く推進します！

○あって当たり前
○汚い、臭い
○自分には関係がない
（無関心）

国民の意識

下水道へ
の関心

下水道へ
の理解

下水道を自分
ゴト化し行動

プロジェクトの達成状況等を踏まえて
関心→理解→行動へと段階的に広報プランを推進

例えばマンホールカード（MC）

下水道のフックをつくるツールとして開発
MCでつながったネットワークで企画チーム発足
理解促進につながる企画を立案・実践へ

STEP UP!

＜国民目線の段階的な広報戦略＞
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令和元年度 プロジェクト全体像

プロジェクトごとに数値目標を設定
仮説と検証によるＰＤＣＡ

４つの柱
３．対象・層の拡大（国民の巻き込み）
４．活動の地方展開

１．会員向けの活動
２．目玉プロジェクトの育成・自立

・
下
水
道
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

・
わ
い
が
や
ト
ー
ク

・
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

・
下
水
道
展(

ス
イ
ス
イ
下
水
道
研
究
所)

・
エ
コ
プ
ロ

・
マ
ン
ホ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト

・
東
京
湾
大
感
謝
祭

・
早
慶
レ
ガ
ッ
タ

・
下
水
道
を
未
来
に
つ
な
げ
る
会
（
未
来
会
）

・
下
水
道
マ
ニ
ア

・
Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク

・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道

・
キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
連
携

・
Ｇ
Ｋ
Ｐ
広
報
大
賞

・
水
の
天
使
活
動
支
援

・
Ｇ
Ｋ
Ｐ
北
海
道

・
Ｇ
Ｋ
Ｐ
チ
ー
ム
九
州
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令和元年度事業計画 目玉プロジェクト

マンホールカード

マンホールカード（MC）を理解・行動につなげるため
体制を見直し、企画専門のチームを発足

【アイデアの実現を検討】MC企画チーム
①MCとゲームメディアのコラボ、②MC展示など情報拠点
の構築、③MCオフ会、④MC検定・クイズ本、⑤MC総選挙
⑥MCツアー、⑦Tokyo2020オリパラ企画

【MC発行】MC制作チーム
第10弾 ８月上旬 60種類程度を発行予定

マンホールサミット

「マンホールサミット in 池田」を開催
初の公募により 大阪府池田市との共催が決定
目標来場者数 3,000人以上

日 時：令和元年10月19日（土）
場 所：池田市立五月山体育館、近隣施設

MH活用・下水
道広報マネジ
メント委員会

MC企画
チーム企画運営

委員会
MC制作
チーム

調整

MCの新たな体制
GKP

（計画・予算）
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令和元年度事業計画 目玉プロジェクト

下水道展

スイスイ下水道研究所 ～自然・災害・エネルギー 地球を救え！下水道～

開催地・横浜を含む８自治体と連携
（横浜市、埼玉県、東京都、神奈川県、小平市、川崎市、相模原市、

大阪市）

ストーリーを追って下水道が学べる体験型展示
期間：令和元年8月6日～9日
会場：パシフィコ横浜

東京湾大感謝祭

東京湾関連全自治体との連携による出展

9都県市（埼玉県、東京都、神奈川県、千葉県、横浜市、
川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）が協力
地元の行政が関わることで、共感・実感できる展示へ

期間：令和元年10月26日～27日
場所：横浜赤レンガ倉庫 広場

ボランティアの支援も募り、2,000人の来場めざす
出展者も「やりがい」が得られる企画の実現へ

エコプロ

エコプロに出展（8回目）
分かりやすい展示、伝え方を実践
期間：令和元年12月5日～7日
会場：東京ビッグサイト
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令和元年度事業計画 目玉プロジェクト

活動目的 隅田川再生に貢献する下水道の価値をPR（４年目の開催協力）

活動内容

開催日：令和元年4月14日（実施済）
協 賛：積水化学工業（株）、東亜グラウト工業（株）、月島機械（株）、

（株）日水コン、（株）明電舎、メタウォーター（株）
後 援：国土交通省、東京都下水道局、（公社）日本下水道協会

成果・実績

◇下水道の理解促進へ 下水道の価値訴求ツールの拡充
・大型ビジョン設置 → 水の天使による下水道PR映像を放映
・大会公式プログラムに「下水道による隅田川再生記事」を掲載
・応援グッズに下水道メッセージをプリント
・早慶レガッタと下水道の関係を大会実行委員会においてプレゼン

早慶レガッタ
約３万人が観戦

下水道メッセージ入りの応援グッズを配布



令和元年度事業計画 対象・層の拡大

活動目的
下水道の魅力を「学生」に発信、下水道界のリクルートを強化し、「未
来の下水道パーソン」を発掘する。

活動内容

【主なイベント計画】
水ビジネスワークショップ（下水道展19横浜）、Japan-YWA、
地方版未来会（関西、九州）イベント、埼玉県・公社コラボ、
木更津高専、東京都市大、日大（理工学部、生産工学部）、茨城大等

KPI
イベント回数：10回以上（参加者数500名以上）を目標とする
アンケート（意識変化）：満足度90％以上、下水道の印象が変わった90％以上

下水道を未来につなげる会（未来会）

昨年度の実施風景（立命館大学） 学生とのディスカッション
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活動目的
九州地域において下水道広報を推進する「交流・連携の母体」。
下水道の真の価値を広く伝えることで活力ある地域づくりに貢
献し、九州地域に笑顔と元気をもらす。

活動内容
5 月：設立総会及び佐賀市下水浄化センター見学会（下記参照）
9 月：市民へのPR活動（九州地方下水道協会のPR活動と連携）
11月：講演会（参加人数100名程度）

成果・実績

【設立総会】

開 催：令和元年5月30日
場 所：ホテル グランデはがくれ ハーモニーホール A（佐賀市）
出席者：37名（会員47名）

◇役員
？？？？？？？？
？？？？？？？？
？？？？？？？？
？？？？？？？？
？？？？？？？？
？？？？？？？？
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令和元年度事業計画 活動の地方展開

GKPチーム九州の設立

GKPチーム九州
代表に就任した松井正樹氏
（日之出水道機器㈱顧問）

特別講演
演台に立つ諸富里子氏
（GKPアドバイザー）
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団体会員145団体

0

日頃のご支援に深く感謝申し上げます。

㈱アイ・ケー・エス
アクアインテック㈱ 東京営業所
旭シンクロテック㈱
淺間保全工業㈱
足立建設工業㈱
阿南電機㈱
池田市上下水道部
池田町役場
㈱石垣
伊藤組土建㈱
ＥＹ新日本有限責任監査法人
ヴェオリア・ジェネッツ㈱
植田電機㈱
宇都宮土建工業㈱
栄光産業㈱
ＳＤライナー工法協会
㈱ＮＪＳ
㈱荏原製作所
ＦＲＰ工法協会
塩化ビニル管・継手協会
㈱大原鉄工所
尾島興業㈱
オリジナル設計㈱
加茂建設㈱
㈱川瀬電気工業所
㈱カワハラ
㈱環境新聞社
管清工業㈱
㈱カンツール
管路情報協同組合
㈱北九州ウォーターサービス
㈱協和エムザー
共和化工㈱
㈱極東技工コンサルタント
㈱クオラス
久保木建設㈱
㈱クボタ
クリアウォーターＯＳＡＫＡ㈱

エコプロ出展協賛団体 ２１世紀の下水道を考える会協議会

（令和元年6月1日、以下同じ）個人会員632名

GKPは団体会員が望む活動を一層精力的に展開すると共に、団体会員の拡大をめざします。

クリスタルライニング工法協会
下水道メンテナンス協同組合
興亜土木㈱
虹技㈱ 東京支社
㈱公共投資ジャーナル社
㈱幸工務店
佐渡建設㈱
三機工業㈱
㈱三水コンサルタント
㈱Ｇ＆Ｕ技術研究センター
ジーエス管業㈱
㈱ジェイアール東日本ビルディング
ＪＦＥエンジニアリング㈱
㈱品川鐵工場
㈱篠田製作所
正和興業㈱
新栄工業㈱
㈱伸幸
㈱神鋼環境ソリューション
シンタックス㈱
㈱新東洋建設
水道機工㈱
㈱水道産業新聞社
杉本商事㈱
隅田川工業㈱
住友重機械エンバイロメント㈱
㈱スモールライト
積水化学工業㈱
ゼニス羽田㈱
全国アドホール工業会
多賀建設㈱
高杉商事㈱
タカマツ㈱
㈱武井工務所
㈱竹内工務店
㈱中央設計技術研究所
月島機械㈱
月島テクノメンテサービス㈱

㈱鶴丸環境建設
特定非営利活動法人ディスポーザ生ごみ

処理システム協会
㈱データベース
東亜グラウト工業㈱
動栄工業㈱
東栄電設㈱
㈱東京設計事務所
（一社）東京都下水道工事専業者協会
東京都下水道サービス㈱
東信工業㈱
東宝建設㈱
㈱ドーコン
㈱ＴＯＺＥＮ
徳丸管工㈱
（一財）都市技術センター
富山市上下水道局
㈱酉島製作所
内外工業㈱
中川ヒューム管工業㈱
㈱中村鐵工所
㈱西原環境
ＮＰＯ法人２１世紀水倶楽部
㈱日水コン
日本ヒューム㈱
日本環境クリアー㈱
日本グラウンドマンホール工業会
（公社）日本下水道協会
（一社）日本下水道施設業協会
（一社）日本コンクリート防食協会
日本水工設計㈱
㈱日本水道新聞社
（一社） 日本ダクタイル鉄管協会
パルテム技術協会
万水電機設備工業㈱
光硬化工法協会
㈱日立製作所
日之出水道機器㈱

福岡市下水道施設維持管理協議会
㈱富士邑
フジワラ産業㈱
㈱フソウ
プラスチック・マスマンホール協会
㈱ホープ
北立建設工業㈱
㈱北海建設工業所
㈱前澤エンジニアリングサービス
前澤化成工業㈱
前澤工業㈱
松田建設工業㈱
松戸建設㈱
松村土建工業㈱
㈱丸島アクアシステム
三倉建設㈱
三倉工業㈱
三菱化工機㈱
三菱電機㈱
㈱水十水工業
㈱村井工業所
村石建工㈱
㈱明電舎
明電ファシリティサービス㈱
メタウォーター㈱
メタウォーターサービス㈱
八恵砂工業㈱
㈱ヤマウチ
山喜建設㈱
山代建設㈱
有幸建設㈱
ラサ商事㈱


